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大学生 の 学習が 新規大卒就職 に 及 ぼ す影響 の 再検討

　　　　　一 専攻分野 ・ 地域別 の 比 較か ら
一

林川　友貴 （東京 大学大学院）

1．問題設定

　本研 究の 目的は、大学生 の 日常的な学習行

動が、就職活動に与 える影響を明 らか にす る

こ とで ある。具体的 には、各学生 の 学習時間

や受講 し て い る授業 の 種類 が、就職活動で の

内定獲得 に与 え る影響 を検討 して い く 。

　教育社会学や隣接学問領域 にお け る、大卒

就職の 計量的研 究におい て は、内定獲得 ・内

定先企 業規模 ・就職活動な どを指標 と して 、

大学の 成績や学習経験の 効果 の 検証が行われ

て きた。 しか し既存 の 研 究に っ い て は 、  就

職活 動 開始前 の 学習行 動や 、 大学教育に対 す

る認識 などの 変数 に つ い て は 、そ の 多くが回

顧 的な質問に よ っ て得 られた変数 しか利用 で

きて い な い 、  学生 の 属性 に関する諸変数が

学習に 関する意識 ・行動 自体に 影響 を与 え る

とい う側面 を うま く捉 えきれて い ない 、  文

系／理 系や大都市圏／非大都市圏 とい っ た異

な る 文脈間で の メ カ ニ ズ ム の 違 い を描 き きれ

て い ない 、 とい う問題 点が指摘で きる。

　 これ らの 問題点 をふ まえ、本研究 におい て

は、縦断デー
タか ら得 られ た変数を用い （問

題  へ の 対応 ）、各変数が就職活動の 成否 に与

える効果に つ い て 学習行動 を媒介す る効果 と

直接的な効果 を識別 した分析 を行い （  へ の

対応）、そ の 分析結果 を専攻分野 や地域ご とに

比 較す る （  へ の 対応） こ と で 、大学で の 学

習 が就職活動に与 える影響に つ い て の よ り精

緻 なメ カ ニ ズ ム の 解明を め ざした い 。

2．データ

　本研 究で は 、東京大学大学経営 ・政策研究

セ ン タ
ーが 実施 し た 「高校生 の 進 路に つ い て

の 追跡調査 」 の デー
タ を分析に用 い る 。 本調

査 は 、層化二 段無 作為抽出法 に よ るエ リア ク

ォ
ー

タサ ン プ リ ン グ に よ っ て 全 国か ら選ばれ

た、4000 人 の 高校三年生 （2005年時点）を

対象 として 、2005 〜2011 年の 時期に 6 回 に

わた っ て 実施 され た追跡調査で ある。本研究

にお い て は、現役 で 四年制大学に進学 し 、 就

職活動 に つ い て の 回答 が第 5 回調査 （2009

年 12 月 実施〉 に お い て 得 られて い るサ ン プ

ル （N ＝ 676＞に限 定 し て 分析 を行 っ た。

3．分析結果

　まず、今回 の 分析対 象 とな っ て い る大学生

の 学 習の パ ター ン を探索的に 捉 え るた め に 、

「将来の 仕事 に役立 っ 知識や技術 を身 にっ け

られ る 」 「自分 の 興味 ・関心 に合 っ た授業が 多

い 」 とい う、 大学で の 学び に つ い て の 認識に

関す る 2 変数 と、「授業 へ の 出席」 「授業や課

題 に 向けた準備や復習」「授業 とは関係 の な い

学習」 の 各 々 に つ い て
一週間あた りの 平均時

間を訪ね た 3 変数を用 い て 、潜在ク ラ ス 分析

を行 っ た。ブー トス トラ ッ プ 法を用 い た尤度

比検 定 の 結果、4 ク ラ ス モ デル が妥 当で ある

と判 断 され た 。 潜在 ク ラ ス の構成割合 と ク ラ

ス ご との 条件付 き応答確率 は、表 1 の 通 りで

あ り、ク ラ ス 1 （構成割合 42．7％） は、学習

時間 は長 い が 学習に積極的な意義を感 じて い
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ない 層、ク ラ ス 2 （30．7％）は 、学習時間 も

学習 へ の 意義付 け も低水準 に抑えられ て い る

層 、ク ラ ス 3 （16．6％）は大学で の 学びに意

義は感 じて い る もの の 学習時間自体は あま り

表 1 潜在 ク ラ ス 分析の 結果（4 ク ラ ス モ デ ル ）
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長 くない 層、ク ラ ス 4 （10．1％）は、大学で

の 学習に積極的 な意義 を見出 してお り、授業

外 を含め た学習時間も長い 、とい う特徴 を見

出せ る。ま た図表 は省略す るが、こ れ ら の 各

ク ラ ス へ の 所属 を高める要因を多項 ロ ジ ッ ト

潜在ク ラ ス 回帰 モ デル （参照 カテ ゴ リ ： ク ラ

ス 1） に よ っ て 推定した と こ ろ 、 ク ラ ス 2 に

つ い て は女子 ダ ミ
ー

（
一
〉、世帯収入 （＋）、理 系ダ

ミ
ー（一）、クラ ス 3 につ い て は女子 ダ ミ

ー（＋）、

父 大卒ダ ミ
ー

（
一
）、 理 系 ダ ミ

ー
（＋）、 ク ラ ス 4

に つ い て は女子 ダ ミ
ー（＋）、父 大卒ダ ミ

ー
（＋ ）、

理 系ダ ミ
ー

（＋）が有意 な影響を与えて い た。

　続 い て 、 内定獲得の 有無を 従属変数と し
、

学習 に関す る潜在クラ ス や成績にお ける優

の 割合の 効果 を、統制変数を投入 した うえ で

文理 別に確認 した の が、表 2 の 二 項 ロ ジ ッ ト

モ デル の 推定結果で あ る 。

　文系におい て は、成績 にお ける優の 割合や

課 外活動 が内定獲得 に有意 な正 の 影響 を与 え

て い る
一方で 、 理 系にお い て は学習に 関す る

潜在 ク ラス の クラ ス 4 へ の 所属が正 に有意な

影響を与えて い た。

表 2　二 項 ロ ジ ッ トモ デル の 結 果
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※紙幅の ため投入 した 変数の うち
一

部の 推 定値の みを提示。

　また 図表は省くが、大都市圏 と非大都市圏

との 比較で は、顕著 な差異 はみ られなか っ た。

4．議論と今後へ の 課題

　分析の 結果か ら、大学で の 学習が就職活 動

に影 響を及 ぼすメ カ ニ ズ ム は 、 文系 と理 系 で

異 なっ て い る こ とが示 唆された 。学習 へ の 積

極的な取組み 自体が 内定獲得 と正 の 関連 を も

つ の が理 系 で あ り、 学習の 結果 ＝ 成績 が内定

獲得に正 の 影響を もつ の が文系で あ る。

　本研究 の 課題 と して は 、（1＞デー
タ の 制約

に よ り 、 重要な変数で あ る大学 ラ ン ク を分析

に組 み込 めな か っ た こ と （2）特 に理 系に 多

い 、大学院進学後の 就職活動が 分析対象か ら

抜け落 ちて し ま っ て い る こ と、が 挙げられ る 。

※ 引用文 献及び詳細 な図 表は 当 日提 示す る 。

※ 二 次分析に あた り、東京大学社会科学研 究
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